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三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
「
米
空
母
艦
載
機
の
厚
木
基
地
か
ら
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
」
に
伴
う
騒
音
問
題
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
平
岡
秀
夫
君
提
出
「
米
空
母
艦
載
機
の
厚
木
基
地
か
ら
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
」
に
伴
う
騒
音
問
題
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
住
民
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
広
島
防
衛
施
設
局
が
、
岩
国
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
に

つ
い
て
地
元
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
条
第
十
九
号
に
定

め
る
所
掌
事
務
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
防
衛
施
設
庁
と
し
て
は
、
当
該
移
駐
等
に
つ
い
て
地
元
住
民
に
対

し
鋭
意
説
明
を
行
い
、
地
元
住
民
の
理
解
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

「
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十
八
年
環
境
庁
告
示
第
百
五
十
四
号
）
に
お
い
て
、
航
空
機
騒

音
に
係
る
環
境
基
準
の
評
価
単
位
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
（
加
重
等
価
継
続
感
覚
騒
音
レ
ベ
ル
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
は
、
音
響
の
強
度
（
デ
シ
ベ
ル
）
の
ほ
か
に
、
そ
の
音
響
の
発
生
回
数
、
時
刻
等
を
考
慮
し
て
、

人
に
与
え
る
影
響
を
評
価
す
る
航
空
機
騒
音
の
評
価
単
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
も
航
空
機
騒
音
の
評

価
単
位
と
し
て
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
住
民
説
明
会
に
お
い
て
も
、
当
該
評
価
単
位
を
使
用
し
、
説
明
し

一



た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

防
衛
施
設
庁
と
し
て
は
、
当
該
評
価
単
位
、
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
と
音
響
の
強
度
の
違
い
等
に
つ
い
て
地
元
住
民
に
対
し
鋭
意

説
明
を
行
い
、
地
元
住
民
の
理
解
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
は
、
岩
国
飛
行
場
に
つ
い
て
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
九
年
法
律
第
百
一
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
第
一
種
区
域
を
指
定
す
る
に
当
た
り
、
飛
行
経
路
、
ピ
ー
ク
騒
音
レ
ベ

ル
、
継
続
時
間
、
飛
行
回
数
等
の
調
査
（
以
下
「
騒
音
度
調
査
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
な
ど
し
、
航
空
機
騒
音
の
実
態

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
及
び
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
に
か
け
て
騒
音
度
調
査
を

実
施
し
、
ま
た
、
平
成
五
年
度
に
お
い
て
は
、
岩
国
飛
行
場
の
滑
走
路
を
沖
合
へ
千
メ
ー
ト
ル
程
度
移
設
す
る
事
業
（
以
下

「
岩
国
沖
合
移
設
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
作
成
の
た
め
、
岩
国
沖
合
移
設
事
業
完
了
後
の
航
空

機
騒
音
の
予
測
調
査
を
実
施
し
た
。

お
尋
ね
の
「
そ
の
調
査
が
岩
国
に
お
け
る
実
態
を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
保
障
は
、
何
を
根
拠
と
し
て
、
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
住
民
説
明
会
資
料
」
に
お
け
る
飛
行
回
数
の

二



算
出
に
当
た
っ
て
は
、
右
に
述
べ
た
騒
音
度
調
査
の
う
ち
、
直
近
の
も
の
で
あ
る
平
成
四
年
三
月
二
十
七
日
の
第
一
種
区
域

の
指
定
に
際
し
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
飛
行
回
数
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
飛
行
回
数
を
推
定
し
た
上
で
、
再
編
後
の
標
準
飛
行
回
数
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
は
、
厚
木
飛
行
場
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
四
年
九
月
五
日
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
三
十
一
日
、
昭

和
五
十
九
年
五
月
三
十
一
日
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
日
及
び
平
成
十
八
年
一
月
十
七
日
に
、
普
天
間
飛
行
場
に
つ
い
て
、

昭
和
五
十
六
年
七
月
十
八
日
及
び
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
種
区
域
の
指
定
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
指
定
に
当
た
り
、
騒
音
度
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
普
天
間
の
平
成
十
五
か
ら
十
七
年
度
騒
音
度
調
査
デ
ー
タ
」
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の

騒
音
状
況
を
確
認
す
る
た
め
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て
得
ら
れ
た
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
三
か
年
の
平

均
騒
音
発
生
回
数
を
基
に
、
岩
国
飛
行
場
へ
移
駐
す
る
航
空
機
の
飛
行
割
合
等
を
勘
案
し
、
飛
行
回
数
を
算
出
し
た
も
の
で

あ
る
。

御
指
摘
の
「
代
表
性
の
根
拠
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
住
民
説
明
会
資
料
」
に
お
け

三



る
再
編
後
の
一
日
の
標
準
飛
行
回
数
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
右
に
述
べ
た
調
査
の
う
ち
、
厚
木
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
直

近
の
平
成
十
八
年
一
月
十
七
日
の
第
一
種
区
域
の
指
定
に
際
し
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
騒

音
度
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
飛
行
回
数
の
デ
ー
タ
を
、
普
天
間
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十

七
年
度
ま
で
の
三
か
年
の
平
均
騒
音
発
生
回
数
を
基
に
算
出
し
た
飛
行
回
数
の
デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
標
準
飛
行
回
数
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
三
百
二
十
六
回
に
、
岩
国
飛
行
場
へ
移
駐
す
る
空
母
艦
載
機
の
厚
木
飛

行
場
に
お
け
る
飛
行
回
数
と
、
Ｋ
Ｃ－

一
三
〇
空
中
給
油
機
の
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
三
か
年
の
平
均
騒
音
発
生
回
数
を

基
に
算
出
し
た
飛
行
回
数
を
加
え
、
厚
木
飛
行
場
に
移
駐
す
る
海
上
自
衛
隊
航
空
機
及
び
グ
ア
ム
へ
移
駐
す
る
海
兵
隊
Ｃ
Ｈ

－

五
三
Ｄ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
岩
国
飛
行
場
に
お
け
る
飛
行
回
数
を
差
し
引
い
た
結
果
、
三
百
八
十
九
回
と
な
っ
て
お
り
、
現

状
の
標
準
飛
行
回
数
に
比
べ
、
六
十
三
回
増
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

防
衛
施
設
庁
と
し
て
、
時
間
帯
別
の
飛
行
回
数
を
記
し
た
資
料
は
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

四



な
お
、
「
住
民
説
明
会
資
料
」
は
、
日
別
及
び
機
種
別
の
飛
行
回
数
を
記
し
た
資
料
等
を
使
用
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
。

�
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

空
母
艦
載
機
及
び
Ｋ
Ｃ－

一
三
〇
空
中
給
油
機
（
以
下
「
空
母
艦
載
機
等
」
と
い
う
。
）
が
岩
国
飛
行
場
に
移
駐
し
た
場

合
の
運
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
に
お
い
て
承
知
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
住
民
説
明
会
資
料
」
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
標
準
飛
行
回
数
に
つ
い
て
、
現
在
の
厚
木
飛
行
場
及
び
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
運
用
実
態
を
考
慮
し
て
算
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
防
衛
施
設
庁
と
し
て
は
、
実
際
に
空
母
艦
載
機
等
が
岩
国
飛
行
場
に
移
駐
し
た
後
、
現
地
に
お
い
て
騒

音
度
調
査
を
行
い
、
適
切
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

「
住
民
説
明
会
資
料
」
に
示
し
て
い
る
空
母
艦
載
機
等
の
移
駐
後
の
岩
国
飛
行
場
の
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
岩
国
沖
合

移
設
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
作
成
の
際
に
想
定
し
た
標
準
的
な
飛
行
経
路
と
同
様
の
も
の
と
な
る
見
込
み
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
、
日
米
間
で
確
認
し
て
い
る
。

五



ま
た
、
当
該
飛
行
経
路
は
、
あ
く
ま
で
標
準
的
な
も
の
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
米
軍
航
空
機
が
同
様
に
飛
行

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
は
な
い
。

�
の
（
��
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
厚
木
、
岩
国
な
ど
で
調
査
し
た
結
果
得
ら
れ
た
騒
音
デ
ー
タ
」
に
つ
い
て
は
、
飛
行
経
路
の
ほ
ぼ
直
下
に
位

置
す
る
場
所
で
、
機
種
ご
と
の
航
空
機
騒
音
を
複
数
回
録
音
す
る
と
と
も
に
、
当
該
場
所
か
ら
航
空
機
ま
で
の
距
離
を
測
定

し
、
録
音
し
た
航
空
機
騒
音
の
周
波
数
成
分
を
分
析
す
る
な
ど
し
て
音
源
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
仮
想
的
な
球
面
上
で
の

周
波
数
別
の
平
均
的
な
音
圧
レ
ベ
ル
を
求
め
、
こ
れ
を
基
に
、
音
源
か
ら
任
意
の
距
離
に
あ
る
球
面
上
の
騒
音
レ
ベ
ル
を
算

出
し
た
も
の
で
あ
り
、
過
去
に
得
ら
れ
た
機
種
ご
と
の
平
均
的
な
デ
ー
タ
と
比
較
検
討
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

厚
木
飛
行
場
、
横
田
飛
行
場
、
普
天
間
飛
行
場
及
び
嘉
手
納
飛
行
場
以
外
の
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
日
米
合
同
委
員
会
に

お
い
て
航
空
機
騒
音
規
制
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
岩
国
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
岩
国
市
、
国
、
山
口
県
及

び
現
地
米
軍
の
代
表
者
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
岩
国
日
米
協
議
会
」
に
お
け
る
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、
米
軍
は
、
厚
木

飛
行
場
等
の
四
飛
行
場
と
同
様
に
、
岩
国
飛
行
場
に
係
る
運
用
上
の
所
要
を
勘
案
し
た
上
で
、
航
空
機
騒
音
の
軽
減
に
つ
い

六



て
で
き
る
限
り
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
騒
音
訴
訟
」
の
有
無
と
は
関
係
の
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
日
米
合
同

委
員
会
に
お
け
る
合
意
を
要
す
る
と
は
必
ず
し
も
考
え
て
い
な
い
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
合
意
事
項
」
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
、
日
本
側
か
ら
発
議
し
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て

合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

七


